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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　転動体をなす円錐ころの軌道となる外側円錐軌道面がアキシャル方向の第二側から第一
側に向けて拡径する形で内周面に形成された外輪と、
　その外輪と同心に配置され、前記外輪との間に介装された複数個の前記円錐ころによっ
て該外輪に対して軸線周りに相対回転可能にされた内輪であって、前記円錐ころの軌道と
なる内側円錐軌道面がアキシャル方向の第二側から第一側へ向けて拡径する形で外周面に
形成されるとともに、該内側円錐軌道面の前記第一側に隣接する形でラジアル方向外向き
に突出形成され、該内側円錐軌道面上の前記円錐ころの大径端面のアキシャル方向位置を
規制する大鍔部を有した内輪と、
　前記外輪と前記内輪との間の転動体保持空間に配置され、複数個の前記円錐ころをそれ
ぞれ転動可能に収容保持するポケット部が、周方向に予め定められた間隔にて複数個形成
されるとともに、前記円錐ころの転動に伴って前記転動体保持空間の前記第二側の端部か
ら前記第一側の端部に向けて生ずる潤滑油の流れを規制する油流出規制部が、前記第一側
の端部に形成された保持器と、を備え、
　前記油流出規制部は、前記保持器のラジアル方向内側において、前記円錐ころの転動に
伴い生ずる前記潤滑油の流れを規制するものであり、前記保持器の第一側の端部にてラジ
アル方向内向きに突出形成され、
　前記保持器の少なくとも前記ポケット部に対応する区間に突出形成されてなることを特
徴とする円錐ころ軸受。
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【請求項２】
　前記ポケット部は、前記円錐ころのアキシャル方向の第一側および第二側の位置を規制
する第一アキシャル規制部および第二アキシャル規制部と、各前記ポケット部を周方向に
区画するとともに前記円錐ころの周方向位置を規制する複数個の周方向規制部とによって
複数形成され、前記周方向規制部が、前記第一アキシャル規制部および前記第二アキシャ
ル規制部をアキシャル方向に連結する形で形成されており、
　前記油流出規制部は、前記第一アキシャル規制部の周方向において、前記周方向規制部
に対応する区間には形成されず、前記ポケット部に対応する区間には形成されている請求
項１記載の円錐ころ軸受。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特にディファレンシャル装置に用いられる円錐ころ軸受に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
【特許文献１】特開２００４－８４７９９号公報
【０００３】
　自動車の変速機等に用いられる円錐ころ軸受は、内輪と外輪との間に複数の円錐ころが
保持器により保持された状態で介装され、円錐ころの転動によって内輪と外輪の相対回転
が可能にされている。そして、内輪に形成された大鍔部と小鍔部によって円錐ころが内側
円錐軌道に案内される。
【０００４】
　一般に円錐ころ軸受は動作時に潤滑油を攪拌しており、内部に潤滑油が供給されるよう
になっている。この潤滑油が多いと攪拌抵抗が大きくなるので、近年、車両の燃費向上の
観点から、潤滑油を少量にして攪拌抵抗を小さくし、トルク損失を低減することが望まれ
ている。
【０００５】
　しかし潤滑油を少量にすると、上述の大鍔部に潤滑油が十分に供給されず、円錐ころと
接触する大鍔面に焼き付きが発生する問題がある。潤滑油は、円錐ころの回転によって生
じるポンプ作用により、保持器と内輪の間から軸受内に入り、遠心力によってラジアル方
向外側へ流動し、軸受外へ抜けていく。そのため潤滑油は大鍔面へ届きにくくなっており
、ここで上述の理由から潤滑油を少量にすると一層届きにくくなって、焼き付きが発生し
やすくなる。
【０００６】
　この問題を解決するため特許文献１には、保持器の柱部に軸方向に潤滑油案内溝を形成
することにより、潤滑油を供給しやすくした円錐ころ軸受が開示されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし上記発明でも潤滑油の供給は十分ではなく、大鍔面への潤滑油の供給をより効果
的に行える円錐ころ軸受が望まれていた。
【０００８】
　本発明の課題は、大鍔部と円錐ころが接触する大鍔面へ潤滑油を供給しやすく、焼き付
きを効果的に防止できる円錐ころ軸受を提供することにある。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００９】
　上記課題を解決するために本発明の円錐ころ軸受は、
　転動体をなす円錐ころの軌道となる外側円錐軌道面がアキシャル方向の第二側から第一
側に向けて拡径する形で内周面に形成された外輪と、
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　その外輪と同心に配置され、前記外輪との間に介装された複数個の前記円錐ころによっ
て該外輪に対して軸線周りに相対回転可能にされた内輪であって、前記円錐ころの軌道と
なる内側円錐軌道面がアキシャル方向の第二側から第一側へ向けて拡径する形で外周面に
形成されるとともに、該内側円錐軌道面の前記第一側に隣接する形でラジアル方向外向き
に突出形成され、該内側円錐軌道面上の前記円錐ころの大径端面のアキシャル方向位置を
規制する大鍔部を有した内輪と、
　前記外輪と前記内輪との間の転動体保持空間に配置され、複数個の前記円錐ころをそれ
ぞれ転動可能に収容保持するポケット部が、周方向に予め定められた間隔にて複数個形成
されるとともに、前記円錐ころの転動に伴って前記転動体保持空間の前記第二側の端部か
ら前記第一側の端部に向けて生ずる潤滑油の流れを規制する油流出規制部が、前記第一側
の端部に形成された保持器と、を備え、
　前記油流出規制部は、前記保持器のラジアル方向内側において、前記円錐ころの転動に
伴い生ずる前記潤滑油の流れを規制するものであり、前記保持器の第一側の端部にてラジ
アル方向内向きに突出形成され、前記保持器の少なくとも前記ポケット部に対応する区間
に突出形成されてなることを特徴とする。
【００１０】
　上記本発明の構成によると、円錐ころの転動に伴うポンプ作用によって潤滑油はアキシ
ャル方向第二側（小径側）から転動体保持空間に流入し、遠心力によってラジアル方向外
側へ流動し、アキシャル方向第一側（大径側）から流出する。このため、円錐ころの保持
器に形成されたポケット部の、ラジアル方向内側面に油誘導部が形成されており、この油
誘導部によって、上述した潤滑油の流れがラジアル方向内向きに誘導される。ところが、
保持器のアキシャル方向第一側（大径側）には、該第一側からの潤滑油の流出を規制する
油流出規制部が形成されており、これにより、ポケット部のラジアル方向内側に潤滑油が
留まり易くなり、油切れによる焼き付きを効果的に防止できるようになる。
【００１１】
　また、上記構成における油流出規制部により、ポケット部のラジアル方向内側に潤滑油
が留まり易くなり、油切れによる焼き付きを効果的に防止できるようになる。突出形成さ
れた油流出規制部は、大鍔面へと潤滑油を導く油誘導部として機能するから、特に、大鍔
面への潤滑油の供給されやすくなり、この部分での油切れによる焼き付きを効果的に高め
ることができる。
【００１２】
　また、油流出規制部を、前記保持器の少なくとも前記ポケット部に対応する区間に突出
形成することで、本発明の保持器を金型により成形する場合にポケット部を形成する金型
のコア抜きは一層容易となる。
【００１３】
　さらに、この場合の前記ポケット部を、前記円錐ころのアキシャル方向の第一側および
第二側の位置を規制する第一アキシャル規制部および第二アキシャル規制部と、各前記ポ
ケット部を周方向に区画するとともに前記円錐ころの周方向位置を規制する複数個の周方
向規制部とによって複数形成され、前記周方向規制部が、前記第一アキシャル規制部およ
び前記第二アキシャル規制部をアキシャル方向に連結する形で形成されたものとし、前記
油流出規制部を、前記第一アキシャル規制部の周方向において、前記周方向規制部に対応
する区間には形成されず、前記ポケット部に対応する区間には形成されないものとするこ
とができる。これにより、上記コア抜きはさらに容易となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面を参照しつつ本発明の実施の形態について説明する。図１は、本発明の円錐
ころ軸受が設けられてなるデファレンシャルギヤ装置の駆動軸の中心軸を含む鉛直方向の
断面図である。このデファレンシャルギヤ装置１００は、ケース１と、ケース１内に設け
られた差動機構２と、差動機構２のリングギヤ８と噛み合うピニオンギヤ７を有する駆動
軸３と、駆動軸３のヘッド側の部分を支持するとともに第一の内輪２２と第一の外輪２１
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と第一の転動体２３とを有する第一の転がり軸受２０と、駆動軸３のテール側の部分を支
持するとともに第二の内輪１２と第二の外輪１１と第二の転動体１３とを有する第二の転
がり軸受１０とを備えて構成される。
【００１５】
　差動機構２は、ケース１内に設けられている。この差動機構２は、リングギヤ８、サイ
ドギヤ（図示せず）等から成り、リングギヤ８は、駆動軸３のピニオンギヤ７に噛合して
いる。また、差動機構２は、ドライブシャフトからの動力を駆動軸３のピニオンギヤ７を
介して受けて、差動機構２の両側方に一つずつ配置される２つの車輪軸（図示せず）の回
転数差を適宜調整するようになっている。
【００１６】
　第一の円錐ころ軸受２０は、第一の外輪２１と、第一の内輪２２と、第一の転動体であ
る第一の円錐ころ２３とを備える。この第一の外輪２１は、内周に軌道面を有する本体部
２６と、この本体部２６の第二の円錐ころ軸受１０側の端面に固定された中空の円板部材
である間座部６とから成っている。第一の内輪２２は、第一の外輪２１と同心に配置され
、第一の外輪２１との間に介装された複数個の第一の円錐ころ２３によって第一の外輪２
１に対して軸線周りに相対回転可能とされている。また、第一の円錐ころ２３は、第一の
外輪２１の円錐状の軌道面（外側円錐軌道面）と第一の内輪２２の円錐状の軌道面（内側
円錐軌道面）との間に保持器（図示せず）によって保持された状態で、周方向に予め定め
られた間隔（本実施形態においては等間隔）で複数配置されている。この第一の円錐ころ
軸受２０は、駆動軸３のヘッド側の部分、すなわち、駆動軸３における駆動軸３の中心よ
りもピニオンギヤ７側の部分に配置されて、駆動軸３を回転自在に支持している。
【００１７】
　第二の円錐ころ軸受１０は、本発明の円錐ころ軸受として構成されており、第二の外輪
１１と、第二の内輪１２と、第二の転動体である第二の円錐ころ１３とを備える。第二の
外輪１１と第二の内輪１２とは互いが同心に配置されており、これらの間に介装された複
数個の第二の円錐ころ１３によって軸線周りに相対回転可能とされている。第二の円錐こ
ろ１３は、第二の外輪１１の円錐状の軌道面（外側円錐軌道面）と第二の内輪１２の円錐
状の軌道面（内側円錐軌道面）との間に保持器１４（図２参照）によって保持された状態
で、周方向に予め定められた間隔（本実施形態においては等間隔）で複数配置されている
。上記第二の円錐ころ軸受１０は、駆動軸３のテール側の部分、すなわち、駆動軸３にお
ける第一の円錐ころ軸受２０が配置されている部分よりもピニオンギヤ７から離れた部分
に配置されて、駆動軸３を回転自在に支持している。
【００１８】
　デファレンシャルギヤ装置１００は、図示しないエンジンと、このエンジンよりも低い
位置に設置されている車輪の車軸との間に配置されており、デファレンシャルギヤ装置は
、駆動軸３におけるピニオンギヤ７側と反対側の一端の高さが、駆動軸３のピニオンギヤ
７側の他端の高さよりも高くなっている。
【００１９】
　なお、潤滑油は、このデファレンシャルギヤ装置１００のリンクギア８により掻き上げ
られることで、ケース１内を、図１の矢印に示すような流れで循環している。第二の円錐
ころ軸受（ピニオン軸受）１０に供給される潤滑油は、外輪１１と内輪１２との間に形成
される転動体保持空間１５内を、アキシャル方向の第二側（図１の左側）から流入し、第
一側（図１の右側）から流出する形で通過するようになっている。
【００２０】
　図２は、本実施形態の円錐ころ軸受である第二の円錐ころ軸受１０の部分拡大断面図で
ある。また、図３は、本実施形態の円錐ころ軸受全体を第一側から見た端面図である。な
お、図３のハッチングは構成を見易くするためのものであり、段面構造を示すものではな
い。以下、これらの図を用いて本発明である第二の円錐ころ軸受１０について詳説する。
【００２１】
　第二の円錐ころ軸受１０の外輪１１は、転動体をなす円錐ころ１３の軌道となる外側円
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錐軌道面がアキシャル方向の第二側（図２の左側）から第一側（図２の右側）に向けて拡
径する形で内周面に形成されて形成されてなる。
【００２２】
　第二の円錐ころ軸受１０の内輪１２は、円錐ころ１３の軌道となる内側円錐軌道面がア
キシャル方向の第二側から第一側へ向けて拡径する形で外周面に形成されるとともに、該
内側円錐軌道面の第一側および第二側にぞれぞれ隣接する形でラジアル方向外向きに突出
形成され、該内側円錐軌道面上の円錐ころ１３の大径端面および小径端面の各アキシャル
方向位置を規制する大鍔部１７および小鍔部１８を有する。
【００２３】
　第二の円錐ころ軸受１０の保持器１４は、図４に示すように、外輪１１と内輪１２との
間の転動体保持空間１５に配置され、第一側の大円環部１４ｄと第二側の小円環部１４ｅ
と、それら両円環部１４ｅ，１４ｄを結合する柱部１４ｃを備える。複数個の円錐ころ１
３をそれぞれ転動可能に収容保持するポケット部１４ｂは、柱部１４ｃに区切られること
で、周方向に予め定められた間隔にて複数個形成されてなる。ポケット部１４ｂは、円錐
ころ１３のアキシャル方向の第一側の位置を規制する第一アキシャル規制部（大円環部）
１４ｄおよび第二側の位置を規制する第二アキシャル規制部（小円環部）１４ｅと、各ポ
ケット部１４ｂを周方向に区画するとともに円錐ころ１３の周方向位置を規制する複数個
の周方向規制部（柱部）１４ｃとによって形成され、周方向規制部１４ｃが、第一アキシ
ャル規制部１４ｄおよび第二アキシャル規制部１４ｅをアキシャル方向に連結する形で形
成されている。
【００２４】
　この保持器１４の第一側端部、即ち第一アキシャル規制部（大円環部）１４ｄには、円
錐ころ１３の転動に伴って転動体保持空間１５の第二側の端部から第一側の端部に向けて
生ずる潤滑油の流れを規制する油流出規制部１４ａが形成されている。この油流出規制部
１４ａは、保持器１４のラジアル方向内側において生ずる潤滑油の流れを規制するもので
あり、保持器１４の第一側端部にてラジアル方向内向きに突出形成されている。本実施形
態における油流出規制部１４ａは、第一アキシャル規制部１４ｄの周方向において、周方
向規制部（柱部）１４ｃに対応する区間には形成されず、ポケット部１４ｂに対応する区
間にのみ形成されており、保持器１４の第一アキシャル規制部の全周にわたって断続的に
形成されている。
【００２５】
　この油流出規制部１４ａにより、転動体保持空間１５をアキシャル方向の第二側（図２
の左側）から第一側（図２の右側）に向けて流れる潤滑油が、ポケット部１４ｂのラジア
ル方向内側に誘導され、この部分に留まり易くなり、油切れによる焼き付きを防止するこ
とができる。特に、油流出規制部１４ａは、潤滑油が大鍔部１７へと導かれるように第二
側端面が形成されているから、大鍔面での油切れによる焼き付きが効果的に防止されてい
る。
【００２６】
　この保持器５２は、樹脂射出成形体として構成されており、合成樹脂の射出成形により
容易に成形可能である。合成樹脂としては、潤滑油に含まれる添加剤に対して劣化しにく
いものが適しており、例えばポリアミド系樹脂（特に６，６ナイロン）を好適に使用でき
る。
【００２７】
　以上、本発明の実施形態を説明したが、これらはあくまで例示にすぎず、本発明はこれ
らに限定されるものではなく、特許請求の範囲の趣旨を逸脱しない限りにおいて種々の変
更が可能である。
【００２８】
　例えば、上記実施形態における油流出規制部１４ａは、保持器１４の周方向にわたって
断続的に形成されていたが、図５に示すように、保持器１４の周方向にわたって環状に連
続形成されていてもよい。これにより、ポケット部のラジアル方向内側に潤滑油が留まり



(6) JP 5083622 B2 2012.11.28

10

20

30

易くなり、油切れによる焼き付きをより効果的に防止できるようになる。特に、大鍔面へ
の潤滑油の供給がされやすくなるから、この部分での油切れによる焼き付きをより効果的
に高めることができる。
【００２９】
　また、上記実施形態における保持器は樹脂射出成形体として形成されているが、保持器
を金属製とすることもできる。具体的には、金属の射出成形の焼結体として油流出規制部
１４ａを有する保持器を形成することができる。なお、この場合、油流出規制部１４ａは
射出成形後の曲げ加工により形成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の円錐ころ軸受が設けられたデファレンシャルギヤ装置の一実施形態を示
す断面図。
【図２】本発明の円錐ころ軸受の一実施形態を示す部分拡大段面図。
【図３】本発明の円錐ころ軸受の一実施形態を第一側から見た図。
【図４】本発明の保持器を示す斜視図。
【図５】図２とは異なる実施形態をなす円錐ころ軸受を第一側から見た図。
【符号の説明】
【００３１】
　１００　デファレンシャルギヤ装置
　１０　第二の転がり軸受（円錐ころ軸受）
　１１　第二の外輪
　１２　第二の内輪
　１３　第二の転動体（円錐ころ）
　１４　保持器
　１４ａ　油流出規制部
　１４ｂ　ポケット部
　１５　転動体保持空間
　１７　大鍔部
　１８　小鍔部
　２０　第一の転がり軸受
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